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本書は平和不動産株式会社による宅地造成工事に伴う平成 26年度岩村田遺跡群西大門先遺跡の発

掘調査報告書である。

事業主体者平和不動産株式会社代表取締役篠津一平

調査主体者佐久市中込 3056 佐久市教育委員会教育長

遺跡名 岩村旧遺跡群西大門先遺跡 (ID S) 
調査担当者 上原学

本書の編集 ・執筆は上原が行った。

本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。
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遺構の略称は以下のとおりである。

H-竪穴住居杜 D-土坑 M-溝状遺構

挿図の縮尺は基本的に以下のとおりである。

遺構一竪穴住居士止・ 溝状遺構 ・土坑 ・ピッ ト1/80
遺物一土器 ・石器 1/4
遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

遺構の標高は、水糸高を標高とした。

調査グリッドは 4x4mで、ある。

遺物表中の [ ]は推定値、< >は残存値を表す。

スク リ ントー ンの表示及び遺構の計測、方位は図

のとおりである。
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第 I章発掘調査の経緯

第 1節発掘調査の経緯

1.開発事業と保護協議

岩村田遺跡群は佐久市岩村田に所在し、佐久地域特有の浅間山の麓から放射状に延びる浸食谷に挟ま

れた南北方向に細長い台地上(田切り地形)に展開する弥生時代から中世に至る複合遺跡である。周辺

は、以前から遺跡の密集する地域として周知されており、道路改良、区画整理事業、庖舗建設等に伴う

多くの発掘調査が実施されている。

今回、平和不動産株式会社が計画した宅地造成工事予定地域一帯が岩村田遺跡群に含まれることから

遺跡の破壊が予測される地域及ぴ道路部分の試掘・確認調査を実施する運びとなった。平成26年 11月

に調査を実施した結果、竪穴住居壮・溝状遺構・土坑等の遺構が発見されたため、文化財保護協議を実

施し、埋蔵文化財委託契約締結後、佐久市教育委員会が主体となり、遺跡が発見された進入道路・浸透

析・擁護壁部分の発掘調査を行った。なお、宅地面は盛土による工事であることから、今回の開発では

調査対象外とした。

2. 文化財保護手続き

平成 26年 9月26日
平成26年10月 6日
平成 26年 11月 7日
平成 26年12月 4日
平成 26年12月 4日
平成 26年 12月15日

土木工事のための埋蔵文化財発掘調査の届出 (93条書類)

周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について(通知)

試掘調査等終了報告(県-事業主体者)

発掘調査終了報告

埋蔵物発見届

文化財の認定及び県帰属について(通知)

3. 調査体制

調査受託者

佐久市教育委員会

事務局

社会教育部長

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

嘱託 職 員

調査主任

教育長 糊津晴樹

山浦俊彦

三石宗一
比田井清美

小林異寿 富沢一明

林幸彦

森泉かよ子

学原土 神津一明 久保浩一郎

調査担当者 土原学

調 査 員 赤羽根篤赤羽根充紅浅沼勝男飯森成英岩崎重子岩松茂年

小幡弘子木内修一小林節子羽毛田利明比田井久美子武者幸彦

横尾敏雄渡辺学

第2節発掘作業の経過

1.発掘作業

(1)遺跡の名称と記号
事業予定地は、佐久市岩村田字西大門先に所在し、佐久市遺跡詳細分布図により、岩村田遺跡群に

含まれる。字名が西大門先であることから遺跡名を西大門先遺跡とし、略号は i1 D S Jとした。

(2)遺構の名称と記号
日一竪穴住居杜(地面を円形や方形に掘りくぼめ、柱穴・炉・カマド等を備えた住居と考えられるもの。佐久市で

は明らかに平地住居と考えられる遺構は発見されていない。)

D-土坑(地面を円形や方形に掘りくぼめたもので、陥穴-貯蔵穴・ゴミ穴等と考えられるもの。ピット・竪穴状

遺構と区別するため、径または長辺がO.5mJ以上 3m未満とした。)

M-溝状遺構(地面を溝状に掘り下げたもので¥環濠・水路-道路-堀等と考えられるもの)
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Pーピット(地面を円形や方形に掘りくぼめ、柱状のものを立てたと思われるもの。土坑と区別するため、径が0.5

m未満とした。)

(3)調査区の設定

調査区上に国家座標(世界測地系)に基づく 40x 40 mの大グリッドを設定し、これを更に 4x 4 

mの小グリッドに分割した交点に木製の遺構測量用基準杭を打設した。(頭部に釘設置)

グリッド名は、大グリッドを北から南方向にひらがな(あ~こ)、東から西方向に数字 (1~ 10) 
に分割した。

また、調査箇所が、 3箇所に分かれていることから、西側をA区、東側を B区、北側を C区とし、

グリッド名をA区-1-あグリッドのようにした。

(4)調査の方法

調査は、試掘確認調査後の状態から遺構検出作業を実施し、一部必要箇所を手掘りにより遺構確認

面まで、表土除去を行った。基準杭は調査開始後に事業主体者側によって打設した。検出した遺構は命

名後、掘り下げ作業を開始した。住居祉のうち可能なものは 4 区画(I ~N区)に分割し、対角の 1 . 
E区にL字状のサプトレンチを設定し、床面まで掘り下げ分層する。分層後 1. m区を層ごとに床面

まで掘り下げた後、残りのII.N区を掘り下げた。調査筒所が一部である遺構は l区画又は 2区画と

した。床面検出後は、壁溝・ピット等を掘り下げた。写真撮影、平面図作成を実施した後、住居壮堀

方の掘り下げ、写真撮影及び図面の追加作成を行った。遺物は、区画ごとに取り上げた。遺跡・遺構の

全体写真は各遺構の調査が終了した時点で撮影した。遺構の平面図作成は調査区内に設定した基準杭

を利用した遺り方測量により、調査担当・調査員が実施し、縮尺は 1: 20を基本とした。写真撮影は

担当者が行い、デジタル一眼レフカメラと 35mmフィルム一眼カメラによるカラーリバーサルで、行った。

(5) 日誌

平成 26年11月4・5日 埋蔵文化財試掘調査。

11月7日~文化財保護協議。遺構の発見された進入道路部分・浸透析・擁護壁にかかる遺

構の発掘調査を実施し、宅地面については埋土による造成であることから調査

対象外とした。

11月 11日 埋蔵文化財委託契約。

11 月 12 日 ~14 日 調査準備・機材搬入。

11月17日 調査員による発掘調査開始。 A区遺構検出作業。 M1.2号溝状遺構、 D1号

土坑掘り下げ。検出面から深さ 30cm程度で、湧水が認められる。水をかき出し

ながらの調査となった。 M1東端から土器・石器出土。

B区検出作業。 M3・4・5号溝状遺構掘り下げ。

11月18・19日 M3・4.5号溝状遺構掘り下げ。検出面から 30cm程度で、湧水。 水中ポン

プを使用しての調査となった。日 4号住居祉掘り下げ。

日1・2・5号住居壮検出作業。一部掘り下げ開始。

C区掘り下げ。 M3・4号溝状遺構掘り下げ。東側でM4に切られる H3の掘

り下げ作業。 C区全体清掃・写真撮影。

11月20日 日1.2・5号住居壮掘り下げ。 H1号住居壮床直上からは多数の土器が出土。

日2号住居壮内から D2号土坑発見。掘り下げ作業。

11月 21日 日l号住居壮平面図作成。日 2・3号住居祉炉跡調査。住居壮等セクション図

作成。 B区全体清掃後写真撮影。

11月27日 M3・4・5号溝状遺構、日 2・3・5号住居祉平面図作成。 H2号住居壮堀方

掘り下げ。

11月28日 日1.2号住居祉堀方掘り下げ。写真撮影。 H2の床下から、小型住居祉の主

柱穴と思われるピット及び炉跡を発見。炉跡調査。機材撤収開始。

12月 1日 機材撤収・機材整理作業。

2. 整理作業

(1)整理の内容

整理作業は雨天による現場作業中止時及び現場作業終了後に実施した。(図面整理・図面修正、写

真整理、遺構・遺物図版作成、遺物洗浄、遺物注記、遺物接合・補修修復、遺物実測、遺物写真撮影、
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割付本作成、原稿執筆、印刷製本、遺物・図面収納作業。)

遺物実測は調査員が 1/1で鉛筆実測したものを、 1/2でトレ ースし、報告書掲載時の縮尺を基本的

に1/4とした。

遺構図版は、 1140で鉛筆による仮割付を行った後、トレ スを実施し、報告書掲載時の縮尺を基

本的に 1/80とした。

報告書の原稿はマイクロソフト社製「ワ ド」、表原稿はマイク ロソフト社製 「エクセル」を使用

した。

(2) 資料の収納

作業が終了した図面は、原因・印刷用図版一式をファイルに収納、写真はアルバムに収納したネガ・

データと共に文化財課耐火収納庫に保管した。遺物は、報告書掲載図版と照らし合わせ、遺構ごとに

コンテナへ入れた後、報告書使用遺物と未使用遺物を分けて文化財課遺物保管施設に収納した。

(3) 日誌

平成 26年 11月21・25日

12 月 8 日~ 12月26日

平成 27 年 1 月 5 日~ 1月 19日

平成 27年 1月 28日

図面整理 ・修正、写真整理、遺物洗浄・注記作業。

図面修正、遺物接合・補修・実測・拓本作業。

原稿執筆 ・校正作業。遺物写真撮影。遺構 ・遺物・写真図版作成。

原稿入稿。

平成 27年 3月 佐久市埋蔵文化財調査報告書

第 233集岩村田遺跡群西大門先遺跡刊行。

第E章遺跡の立地と環境

第 1節地理的環境

佐久地域は、周辺を山地台地に固まれた盆地状を呈し、 一般に佐久平と呼ばれ、 北には雄大な浅間111、

南には琴科山が存在する。東には群馬県との境を成す北関東山脈の北端が延び、西は御牧原・八重原と

いった小高い台地が広がり、 琴科山の裾野と接している。佐久地域における水系の代表は、南方の川上

谷に源を発す千曲川であり 、北流しながら支流を集めつつ水量を増して佐久平に入る。その後野沢付近

から流れを北西に変え、 琴科山麓の支流を集めた片員川、浅間山の麓に源を発す湯川、関東山地からの

支流を集めた滑津川といった河川|と合流し、蛇行 しながら上田、 長野方面に貫流する。この山地に固ま

れ、水にも恵まれた盆地状の佐久平は、地質

学的に見ると大きく二分することができ、志

賀)11と滑津川が合流し、さらに干曲川と川筋

を一つにする東西線を境として、河川の北側

段丘上と南側では 20m前後の比高差が認め

られる。この北部地域は北方の浅間山麓部の

緩やかな台地で、浅間の噴出物である火砕流

軽石流と降下火山灰が厚く堆積している。こ

の堆積物は雨水による浸食に弱く長い年月の

聞に深く削り取られ、浅間山の麓から放射状

に幾筋もの浸食谷(田切り地形)を形成して

いる。

これに対し南部地域は千曲川の氾濫源沖積

地と滑津川の谷口扇状地等で、河床磯層と沖

積粘土層地帯が主となり地下水位も高く 、地

盤の安定した土地である。このため南部一帯

は広く水田として利用されていた。今回調査

を実施した、西大門先遺跡は岩村田市街地の

南方、佐久市北部地域の浸食谷(田切り地形)

に挟まれた南北方向に細長い台地南端付近の、

標高 698m 内外に位置する。

岩村田遺跡群西大門先遺跡位置図(1:6，000)
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第2節歴史的環境
縄文時代ー北東方向の湯川右岸に所在する上ノ城遺跡 (37)で落とし穴、中期の土器片、石鍛・石錐・

石斧、下信濃石遺跡 (34)で早期の押型文土器片、湯川左岸の寺畑遺跡 1. II (17・18)から草創期の

爪形文土器が出土している。付近ではまとまった集落的な遺跡は確認されていない状況である。

弥生時代一前期は湯川右岸の下信濃石遺跡 (34)でまとまった資料が出土している。土器底部2点の

放射性炭素年代測定では 2，400:!: 30、2，440:!: 30という年代が得られている。また、湯川対岸の左岸

に所在する仲田遺跡 (18)では胴音防、ら口縁にかけての査が出土している。中期後半から遺跡の数が増

加する。代表的な遺跡として西八日町遺跡、東一本柳遺跡、北一本柳遺跡、西一本柳遺跡、北西の久保

遺跡 (23)が所在し、宮の前遺跡 (36)では後期の住居祉と共に、後期の土器を多く含む東西方向の溝

状遺構が確認されている。また甫の道路改良に伴う調査では、西一本柳遺跡XN(10)から中期~後期

34軒、北一本柳遺跡m(10)から後期 48軒の住居祉及ぴ溝状遺構等の遺構が多数発見されている。湯

川右岸の端部に形成された微高地上に大規模な集落が展開していたと考えられる。

古墳時代一古墳時代前期は弥生時代中期後半から急激に遺跡数が増加したにもかかわらず、佐久市内

における遺跡の数が減少する。集落の規模も小規模なものが多い。本遺跡周辺では湯川対岸である左岸

の今井西原遺跡(地図外)で4世紀の集落が認められる。遺跡数が増加するのはカマドが住居内に導入

され始める中期後半 (5世紀後半)前後になってからである。代表的な遺跡に西八日町遺跡、東一本柳

遺跡、北一本柳遺跡、西一本柳遺跡、北西の久保遺跡 (23) 、上ノ城遺跡 (37) がある。また、 5~7
世紀の古墳も点在しており、南方の東一本柳古墳 (32)では金銅製の馬具が出土している。さらに、西

方の墳正を消失した 6世紀代の北西の久保 17号墳 (23)周溝内からは人物(武人.A女)、動物(馬・鹿・
鳥)、器財(盾・鞍)等の埴輪が多数出土し、貴重な資料となっている。

奈良・平安時代ー古墳時代後半の遺跡が所在する地域とほぼ同じ遺跡に所在することが多く、遺跡数

も多い。湯川対岸の仲田遺跡 (18)から寺院跡を思わせる奈良時代の八花鏡(花弁双蝶八花鏡)、寺の

文字が土器表面に墨で書かれた墨書土器が出土している。
中世・近世ー中世には北方の湯川右岸縁辺の断崖に沿って大井氏の城である大井城 (6) (北カミら石並

城・王城・黒岩城)が築城され岩村田一帯は城下町として栄えていた。しかし、戦国期の文明 16年 (1484)
に村上氏の攻撃を受けると、幾度となく戦乱に巻き込まれ、衰退の一途をたどったとされている。周辺

の発掘例としては、南の道路改良に伴い行われた西一本柳遺跡XN(10)、北一本柳遺跡m(10)等の

調査があり、竪穴状遺構、土坑、溝状遺構が多数発見されている。
近世中期以降になると岩村田地域は城下町であると共に宿場町としてふたたび、栄えていった。江戸時

代末期にはそれまでの陣屋が手狭となり、湯川右岸に藤ヶ城 (33)が築城されたが、明治維新によって

完成に至らなかった。本丸周辺は岩村田小学校となっており、土塁・石垣等一部が残存している。

No. 遺跡名 所在地 純 弥 古 歴 * 近 備 考

l 西大門先遺跡 岩村田西大門先 。 。今回調査
2 西八日町遺跡I 岩村田西八日町 。。 558年度調査
3 西人目町遺跡N 岩村田西八日町 。。。。日19-21年度調査佐久市第172集

4 上の城遺跡 岩村田上の城他 。。 548年度調査 「うえのじよう」
5 観音堂遺跡 岩村田観音堂 。。H9年度調査佐久市第70集

6 大井城跡 岩村田 。。。。559-61年度調査 「大井城跡」
7 内西裏遺跡I 岩村田内西裏 。。。H5年度調査
8 内西裏遺跡E 岩村田内西裏 。 。。H12年度調査
9 柳堂遺跡 岩村田柳堂 。。。HlO年度調査佐久市第85集

西一本柳遺跡XN 岩村田上樋田 。。。。H18-19年度調査佐久市第175集
北一本柳遺跡、E 岩村田北一本柳 。。。H18-21年度調査佐久市第175集

10 東大門先遺跡E 岩村田東大門先他 。。。。H18-22年度調査佐久市第175集
西八日町遺跡E 岩村田西八日町 。。 H19-22年度調査佐久市第175集
西八日町遺跡vrr 岩村田 。。 H19・20年度調査佐久市第175集

11 東一本柳遺跡 岩村田東一本柳 。。。 843年度調査
12 北一本柳遺跡 岩村田北一本柳 。。。546・47年度調査郷土の文化財4
13 北一本柳遺跡E 岩村田 。 H15年度調査年報14

14 西一本柳遺跡I 岩村田一本柳 。。 H3・4年度調査佐久市第34集

15 
中西ノ久保遺跡I 岩村田中西ノ久保 。。 日4年度調査佐久市第37集
西本柳遺跡E 岩村田一本柳他 。。。 日4年度調査佐久市第37集

周辺遺跡表(1)
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Nu 遺跡 it. 所在地 純 弧; 古 H重 近 {品 考

16 F可一本側l遺跡、1ll.LV 宕村田一本柳他 。。。 H7・8年度調査佐久f!T第73集

17 寺畑遺跡 I 猿久保 f"}京 。 I-I6年度調査佐久市第40集

18 寺畑遺跡E 猿久保寺畑 。。。。。H7年度調査佐久市第66集

仲田遺跡 猿久保仲田 。。。。I-I7年度調査佐久市第66集

'1J凶ノ久保遺跡E 岩村山南西ノ久保 。。。 H7年度調査佐久市第66t長

19 仲田遺跡E 猿久保仲田 。 H18年度調官佐久市141Mミ
20 松の木遺跡、 I. II 岩村田松の木 。。 H8・9年度調査佐久市第91集

中長塚遺跡 I. II 岩村出中長塚 H8・10年)支調査佐久市首';91集

西一本柳遺跡v.vr 右村田下樋田 。。。 H8・9年度調査佐久市第91集

21 中西の久保遺跡E 岩村田中西の久保他 。。。 H9年度調査

22 中西の久保遺跡LV 岩村田中西の久保他 。。 H10年度調査

23 北西の久保遺跡、.古墳群 岩村田北丙ノ久保 。。。。S5759年度調査 「北岡の久保j

24 西一本相[1遺跡刊 岩村田常木 。。。 I-Il0年度調布年報8

25 西一本相[1遺跡lX 岩村田下樋回 。。H14年度調査佐久市113集

26 同一本柳遺跡X 岩村田下樋回 。。。。H15年度調J)' 年報14

27 西一本柳遺跡XI 岩村田 。 I-Il5年度調査年報13

28 西一本柳遺跡XII 岩村田下樋田 。。。H16年度調査佐久市第125集

29 西本柳遺跡X班 岩村間 F樋田 。。。 H16年度調査佐久rlj第139集

30 西一本柳遺跡xv 岩村 田常水上 。。。 H19年度調査佐久市第154集

31 西一本柳遺跡xvr 岩村田 。。。 H初年度調査佐久市第160集

32 東一本初11古墳 岩村 |士|東一本柳 。 S46年度調室 東一本柳古墳緊急発折!澗査報告i'i'll

33 藤ヶ城 岩村田

34 卜イ日j良石遺跡、 岩村田下伝波石他 。。 。H16年度調査佐久市第134集

35 Vq八 日町遺跡、四 岩村田西八日l町 。。。 H26年度制:rt 佐久 rlJ ti;227ti~

36 宮のliIj:ii'i:跡 岩村田宵の前 。 H18年度調査佐久市第140集

37 上ノ城遺跡 岩村同上ノ城 。。。。H14年度調交佐久flJ第111集

周辺遺跡表(2)

周辺遺跡位置図(l:11，000) 
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第3節発見された遺構と遺物

遺構竪穴住居 壮 一5軒(弥生時代4軒、不明l軒)溝状遺構ー5条(弥生時代3条、中世l条、不明l条)

土坑-2基(弥生時代)ピットー5個
遺 物 弥生土器(査・聾・鉢・高杯) 石器・石製品(環状石斧・すり石・敵石)

土製品(土製円盤・匙片)

第4節基本層 序

遺跡は、浅間の麓から放射状に延びる浸食谷に挟まれた『田切り』地形の細長い台地末端近くに立地す

る。この付近は、現在の浅間山が形成される過程で噴出した軽石流が基盤となっており、この上面を現

在の表土が覆っている。今回調査を実施した地域の基本層序は以下のとおりである。

I 層は層厚20~30cmを測る黒褐色土の耕作土上層で、しまり・
粘性が少ない。

IIJ曹は層厚10~20cmを rlUる暗褐色土の耕作土下層で\しまり
粘性が少ない。地域によっては認められない箇所がある。

illJ曹は層厚10cmを測る耕作土とロームの中間層の褐色土であ

る。遺構は本土層から掘り込まれているが不鮮明で、ある。

N層は浅間山の噴出物である第一軽石流の黄褐色ロームであ

る。遺構確認は、 E層上面から掘り込まれているが、不鮮明な

ため明確に確認できるN層上面で行った。
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第皿章 遺構と遺物

第 1節 竪穴住居祉(H)

H1号住居祉

遺構はB区一5ーかグリッドに位置し、 M3・4、日2に切られ、 M5との新旧は確認できなかった。主軸

はN310Wである。

平面形態は僅かに隅の丸い長方形である。

規模は長軸5.6m、短軸は調査規模の最大で、4m、検出面から床面までの深さは最深で16c mを測る。

覆土は暗褐色土と黒褐色土主体で、周辺部から堆積した状況が認められることから自然堆積と考えら

れる。

構造上の特徴として、床面は硬質である 。 主柱穴は P1~ P4で、 南壁際に入 り口に関すると思われる

P5. P7が存在する。P1とP4の中間に地面を掘 り下げた円形の窪みが存在し、位置的に炉跡と考えら

れる。床の硬質面直下は地山のロ ムとなり、明確な掘方は確認できなかった。

遺物は床直上を中心に多数の弥生土器(斐・壷・鉢・高杯)、土製品(匙片・土製円盤)が出土した。形状が

残る器種は小型の聾・鉢に多く 、壷・高l不には全体の形状が判断できる個体は見当たら ない。

時期は、弥生時代後期後半箱清水期としたい。

~=\ ¥¥ 
三?ム¥ムL

A 

C 

o 0' 

物修物

No.5 

• 

c' 

M1 

697.900m 
Om (l:80) 2m 

選際 回 l腎機織議 ⑧ 

。E
"-1 "-1 

697.900m 。m (l :10) lm 

1 黒褐色土廊 (10YR2/3) ロ ム、軽右、炭化物。

2 時褐色土周 (lOYR3/4)ロ ム、 軽石多い。炭化物。

3 黒褐色土居 (10YR2/2)炭化物やや多い。ロ ム、軽石。粘土少位。

4 iiI¥制色土居 (lOYR2/2)炭化物多い。粘土。

5 黒褐色土周 (10YR2/2)ロ ム、炭化物、軽石、粘土。

6 黒褐色土屑 (10YR3/2) ロ ム、軽石、炭化物。

7 黒褐色土層 (10YR2/3) ローム、ロームブロ ッ夕、軽石。

B 根暗褐色七屑 (7.5YR2/3) ローム、軽石、炭化物、粘土。

9 褐色士府 (7.5YR4/3)ロ ム多い。軽石。

10 11音褐色土層 (7.5YR3/4)ロ ム、軽石、炭化物。

11 時褐色土問 (7.5YR3/3)ロ ム、軽石、 炭化物。 しまり なし。

12 褐色土居 (7.5YR4/3) ロームと時褐色土の混合土。

H1号住居祉実測図
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日l号住居壮遺物実測図(2)
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番号 務槌 務 J~ 口径四 底径cm 器商cm 前l 日産・文 機 残存率・部位 備 考

1 弥生土器 望E 15.1 5.8 20 外内面面 口縁・胴上半部櫛摘波状文、頚部櫛措総状文、胴下半部縦ミガキ 95 外完面全7実5禍YllR5/2灰褐E色他
ミガキ .m区

2 弥生土器 言語 14.2 4.8 15.3 外内面面 口縁・胴上半部櫛描波状文、頚部櫛摘簾状文、胴下半部縦ミガキ 95 外完商全7実5祖YlR5/3にぷい褐色
ミガキ

3 弥生土器 昔話 15.1 く15.0> 外面 部口縁縦・胴上半部緩内や面かなミ櫛ガ描キ波状文、頭部櫛描簾:伏文、 50 外完面全7実.5視YlR一61部6燈回色転他 Nn造物胴下半 ミガキ

4 弥生土器 蜜 17.4 <14.0> 外内面 白縁・胴上半部櫛描波状文、頚部櫛描簾状文、胴下半部縦ミガキ
50 外完商全7実5IY11R・一5/2部灰回褐転色他

面ミガキ

5 弥生土器 翌E 13.5 <10.6> 外内面面 ロ縁・胴上半部櫛描波状文、頭部櫛描簾状文、胴下半部縦ミガキ 50 外回転面7実5胡YJR5/3にぷい褐色他
ミガキ

6 弥生土器 苦語 11.6 く8.5> 外内面面 口縁・胴上半部櫛描波状文、頭部櫛描線状文、胴下半部縦ミガキ 40 外面7.5YR5/1褐灰色
ミガキ 回転実測

日l号住居祉遺物観察表(1)
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信ひ 昔話 税 出4 苛5 n!子cm ]"筏cm W，{if6cm 湖 型竪・文 綿 残仔事・郎{企 備 世

/ 弥生土器 二おb純u [236] く24.2>
外 TfIi ，1縁、制|部制抗波状丈、刷下部ミガキ

H阿部-11縁日主片
外国7.5YR5/3にぷし、払j色他

内 1(11 航ミガキ l凶転尖測

8 ¥ ;JihéU-.~品 翌E 18 <11.5> 
外出 ]_] 松11\，，1.1部緩やかな櫛刊は1Ji.状丈、到部榔:ti~能状主

胸 部-11縁 破PI
外而7.5YR6/3にぶい制色

l人nui 赤色塗彩 完 全WiJ!lJ 活向転

9 引、生|一時 5!~ 外而櫛:tUd似た文 l人Ji白l 横ミガキ 制部 ~仁l*~似片
外 ifii7.5YR3/1鼎飴色
破片尖出IJ

10 I ~:J;ll-:. :L二日早 ι 分" [139] <8.~> 外出緩やかな櫛:ttliiVi.状丈、創部櫛:tllifSU状文内1m 棋ミガキ !刑剖;-口縁破]¥
外出7.5YR512灰禍色他

IITPI!.i;'}:測

11 弥生!二日品 却J し" [96] <8.3> 外Hti 櫛抗波状文、 ~íi部制術協状丈 内而柑l斜めミガキ )JI，'J{:i;-'11キ詰担えn-
外 而5YR5/1特JJ火色他
[0]転実iJ!lJ

12 問、'I'-"I-.{(，十 ~~ 外 l町櫛拍波状文内i(JI 柿 ミガキ 目同市;-主n部似片
外出7.5YR6/3にぷい褐 色他
破片突出IJ

13 ~fJ、生二l 持 空E 外 TITi 櫛梢波状文、縦ミプfキ I勾lill 杭ミガキ 胴部破片
外Tfli5YR5!:lにぷい赤褐色
班)U~. 'J二 iJ!1J

14 弥生寸出 ヨE 4.9 く8.3> 外 lili 櫛柿波状文 ミガキ内山村i斜め ミガキ 底部一柄卜部破片
外 I自15YR4/21火褐色他
完全尖測ー 剖iJ!!I)1正

15 1:J\~1三土保 翌主 17 6.2 16.5 外「白i LI*.~ ・ 111'1]上午，';j!制抗斜;tよ文.下部ミガキ 1}'Jifli ミガキ 95 
外匝17.5YR5/:lにぷい褐色他

完全;l訪問

16 ~:J;~→ ! 日号 型』 [15.6] <9.1> 外 lill 1 1*土!阿部櫛iNi斜走丈、!創部櫛:ttli11U状文 1)'1而 徽ミガキ 加，-r;司)~- Ll#)，; NJi }~r 
外而7.5YR5/2J;氏側色他
川恥、実測

17 列、生←仁rz 7~ 日9.6] <11.6> 外而 1I縁ーlJ阿部榔ti'li羽状丈、:fJf'i'市制tlWI昨状文 内 1(，1 柿ミガキ IJ同前刊_.]:]車並
宇トITIT7.5YR7121則4品j火色

シl..: ~令官ミ測 ー 引~Inl転

18 弥 生 l出 3二会4一H [11.4] <5.8> 外 I(ti I1縁胴部櫛州羽状文、内Hli 杭ミガキ 仁U.~両足 )01
外 Tfli5YR5/4にぶい11'褐色
l口l転実測

19 問、'L-I一日早 型E [15.2] く8.3> 外 1m II絃 胴部櫛柿羽状文、~'tli，j\櫛姉節制、文内而柿ミガキ 制 ;;j¥- ]_]絃破片
外 l町7.5YR6!3にぷい褐色
回転、尖測

20 弥生土器 7:':. 7.1 <14.3> 
外而 11¥，1;';1¥上 '1"制抗TI状 文、下部へフ ミガキ、凱部櫛tUi縦状文

削)
外 l町5YI<5!21j(1ll色

ト人1 ~同 ミガヰ い全%川部[nl恥、

21 弥生士山 空E 8.5 <5.2> 外山 ミガキ、平やII，，*T 内i曲 ミプfキ 応部~胴剖;
外Hii7.5YR5!1褐灰色
シL全実1川 部回転

22 弥生土保 7f:. [8.3] <4.6> 外 IUI 縦ミブfキ 内I江!ヘラナデ版部木葉桜 底部~胴一 部
外而5YR7!2IYI制灰色
11巾トム実測

23 弥生土保 空E 5.8 <2.8> 外 T(d ミガキ l人Jifli ミガキ }丸首五戸、 H同 剖1
外Tfii5YR4!1制民色
完全尖洲 一':{iIHnl転

24 弥'1'.'1出 ，* 外 IUI へフケズリ後ミガキ I}-JI削 横ミガキ ，1縁iVJi.八一
外 TITi5YR3!311百赤制色

同[1(li*測

25 問、'1仁昔話 手11.1ヨE <6.4> 外阿 部部上 1'.1f出村1"7&状丈、下部ミガキ I人HI同ナデ 契!{i五l古i!l破片
外 而5YR5/2以1M色
プ」全支社111 部 JIT[i[l王

26 問、'I'.-]-_'J" 対~!j 外山術品i'lii症状文内I白l ミプ'l:.\~ 口~.)}.刊i片
外 liU7.5YR4!3褐色
断i自i:Jミ測

27 弥 生←l出 コ対じ" 外'Iui 櫛抗波状文、側111in?i状丈 内 I(U ナデ、まl断百五多い 卦!剖:似片
外Tifil0YRR!41'IUI，符色

附 TffiXiJ!lI

28 弥 生←1'，1出 翌E 外Hii 櫛姉iEi-t人文 内Tui ミガキ 破片
外Tu12.5YR4!3にぷい赤制色

断 Ifd:;lミ測

29 弥 生ー1-.6" z融，七 外 r(u 櫛描波状丈内I町 ミガキ 弧01 外 fui7.5YR4!2灰制色
断阻i;lミ測

30 問、当 二l時 }.1~ 外I白I 櫛:tNi波状文 内出! ミガキ {止片
外国7.5YR5121火褐色
間í'Y白fî~人測

31 尚、生 u品 ~初4日L タトrfri 制HUiり'k>1此丈 l人j向 ミカヂキ {主主)'，
外 rITi7.5YR51211i悩色

断ful'Ji測

32 l月;~ι土器 説ん託 外 rM 櫛:tai波状文 l判而 ミガキ、 jトデ 似j十
外 岡10YR8!3浅抗位色
世rr而尖測

33 同;g:，土 器 ~，唱しk 外山l 櫛:tNi斜A文 内面l ミプfキ 破片
外 rui7.5YR3!l!.I!褐色
断 l自i'jミ測

34 伯4ミ仁m; '1' 16.2 日l 6.5 内外r(ri 赤色喰彩 )';， r 60 
ト人j外而lOR4!6赤色

ヲじ五':~三訓t

35 弥生土器 針ミ 17.4 6 7.7 内外出l 赤色塗彩 80 
内外l削7.5R4!8赤色
完全実測

36 弥之!土mf S本 [19.4] [57J お1 内外l白1 赤色if[!_彩内前I 肘粍 40 
外 rfrfl0R41の赤色
Inl'l岳実相1]

37 弥当 !出 主4 [14.6] 4.1 6.5 |人l外 rM 品、色主主彩 60 
外 rlli7.5R3/4崎赤色他
3じ玉、w社!lj.-:f;i)Il!J転

38 弥 生 Ic出 安本 [15.5] 4.6 5.7 |人l外而亦色絵彩、表TfliI釘耗 20 
外 Tili7.5R4/6赤色他
!日1'1岳災前1]

39 弥 生←i一部 己:j.t.ィ、 内外I肘 赤色主主彩、表閉山粍 r r縁 叫)'，
外 fu15YR7/41こぶし、北7色他
IV[r向l実iJ!1]

40 'J{J， ~I~ 卜出 一1・~.:î J1日l、 [246] 内外l而亦色捻彩 LI挙手間幻十
外 rllil0R4/8赤色
Irl]和、実illll

41 同4土 保 寸 製 I'I~~ 径4.5 /1;ιI 外出l 品、色喰~I何回ナデ ~:': .;:rl 十"w
外 而10日5/6赤色

出rrili'!、測

42 弥生士宮品 土製匙 外国l 油、色f!il彩 f止}十
外I自rl0R6/6赤特色

断I白r"よ測

43 ~{J、E七 二l二 日品 針五 [17.7] 内外1M 品、色塗彩、rI縁部穿干し2あ り LI中#自主)-'，-
外 l面2.5YR4/8'A、褐色他
Irrl転'人測

44 弥 生土片品 '1' 内外lill 赤色塗彩 Uf.)j;両主片
外!iJilOR5/6亦色
断I町')ミ測

45 ~{J、生一l 出 主事 内外iur 赤色椴彩 n紘破片
外HfilOR6/8iA'駁色
同rilijoJ、測

46 ポ);'J.J一部 ~::( [21.6] 内外rill 赤色設彩 n*-量破片
タトlilrlOR41島方、色

同転実測

47 弥生土保 日二む目 内外rlll 功、色主主彩 LI縁破片
外Tlii10R5/6赤色
同f而実測

48 弥生」持 !1己 [254] 内外rf可 亦色検彩、ややJ岳耗 I I ~量刊t 片
外而10R6/8赤符色

回転1、測

49 ~{J; !_t.::f品1 一山一 く7.8> 1 r辺部内外 rM赤色塗彩、ややJi~耗、 ~~1郎別措相i級文;@ 卜丈 'lfir，刊LJi刀1班J-'r
外国r7.51<4/6亦色
1111転尖測

日) ~fJ; 5=1:::ゴ日早 目立 外而亦色治彩、到部斜ゑi三文 l付而 ナデ 主'1(::，1，止)十
外 r(J110R4/6赤色他

断TilloJミ測

日l 同;'1'.-1-'，:; !1~ 外而 亦色捻彩、l"li部制:tt'ti横線丈，垂 ド文 1}，Jriri ナデ ~fi:~iS両主)十
外 ri1l7.5YR7/6粉色
断I自I尖測

52 ~:J; l.1 七日品 '!;~; 外 r(J1 赤色 椴彩内rlll ナデ 刷}~官似 )'1
外 rllllOR5/6赤色
断iil(Jミ測

53 弥'1←! 日早 2垣正 外而赤色柄彩 r)，而ヘラナデ 桐 E市政)'，
夕日向lOYlZ5/H赤色
断而i')、測

54 切;']'I'.1t:; 外 j(1 I 赤色治彩内l耐 11:11毛口状ナず IJI"Ji司STVJi.J'j
タ~!lhJOR5/8.，j、色イ山
断I町'Je測

55 仏{J;~L-::I二 ~:ヰ "::0: 8.7 く12.8> 外 r(1I 縦ミガキ、やや腔粍 内[(11 ナデ、一部剥離 )孔m日-IJ阿剖1I班)'，
外 l町2.5YR5/5rYI品、制色
元全;k;測 剖i川転

56 リfj;l.I'..::f.:1tif '!:.:f [12.2] 外 r(II 赤色険彩、やや色部ち l司j(Ji ナデ、やキ肘耗 底部-1胴的破片
外 1ir12.5YR5/61珂赤褐色

Il!J転与e;測

冊より 1t評判I 出+形 1[主k-L<(cm)1[~大幅(cm) f止 ÄJ.~何cm) iO唱 戦・文 様 >fl九t(，，) 備 )t;. 

57 4、?よI dりイ! 5.1 2.1 0.6 全体に滑らかすり似あり 11.08 

Hl号住居祉遺物観察表(2)

日

U
旬
E
A



日2号住居壮
遺構はB区-3ーおグリッドに位置し、 H4、M3・4に切られ、 H1， D 2を切る。 M5との新旧は

確認できなかった。主軸はN320Wである。遺構の東側は調査区域外となる。

平面形態、は調査状況から、僅かに隅に丸みを持った長方形である。

調査規模は長軸約 12.1m、短軸は調査規模の最大で 6.1mを測る大型住居主rI:である。検出面から床

面までの深さは 30cmを測る。
覆土は周囲から堆積した状況が認められることから自然堆積と考えられる。
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H2号住居壮遺構実測図
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l 時褐色土層 (10YR3/3) ロ ム、軽石。

2 黒褐色土居 (10YR3/2)ローム、軽石。

3 黒褐色土周 (10司YR2/1)ローム微量、軽石、炭化物。

4 暗褐色土層 (10YR3/3) ロ ム、軽石やや多い。炭化物。

5 11青褐色土層 (10YR3/4)ローム、軽石多い、炭化物。

6 黒褐色土層 (10YR2/3)ローム、 軽石少量。

7 黒褐色土周 (WYR2/2)ローム、ロームプロック、軽石C

8 11音褐色土居 (lOYR2/3) ローム、軽石、炭化物。

9 褐色土居 (lOYR4/4)ロム主体。時褐色土。

10 11音褐色土層 (lOYR3/3) ロ ム、軽石、炭化物。

11 11音褐色土層 (lOYR3/4)ロ ム、軽石、炭化物。

12 黒褐色土層 (lOYR2/2) ロ ム、軽石。炭化物やや多い。

13 時褐色士層 (10YR3/4)ロ ム、ロームブロッ夕、軽石、炭化物。

14 黒褐色土層 (10YR2/2) ロ ム、軽石微量。

15 褐色土居 (10YR4I4)ロ ム主休。晴褐色土。

16 時褐色土居 (10YR3/3)ロ ム、軽石少量。

17 褐 色 土 層 (10YR4/6)ロ ム主体。しまりなし。

18 時褐色土屑 (10YR3/3) ローム、軽石少量。

19 暗褐色土居(lOiつR3/4) ローム、軽石少量。

20 暗褐色土層 (7.5YR3/4)ロームと褐色土の混合土。

21 暗褐色土居 (7.5YR3/3)ローム、軽石、 炭化物。

22 褐色 土層 (7.5YR4/6)ローム主体。時褐色士。

23 暗褐色土居 (7.5YR3/3) ローム、軽石、炭化物、灰。

24 黒褐色土層 (10YR2I2)炭化物、灰、焼土。

25 黒褐色土居 (7.5YR2/2)ロームブロック、軽石、炭化物。

26 揮晴褐色士層 (7.5YR2/3) ロ ム、軽石。

27 褐 色 土 居 (7.5YR4/4)ロ ム多い。ロームプロッ夕、炭化物。

28 黒褐色土層 (7.5YR2/2)ローム、軽石、炭化物。

29 赤褐色土居 (町田4/6)ロ ム主体。

30 赤褐色土居 (5YR4/8)ロ ム主体。時褐色士。

31 褐色土 問 (7.5YR4/6)ロ ムと暗褐色士の混合士。

構造上の特徴として、床面は硬質で、壁際に幅 15cm、深さ 5cm内外の壁溝が存在する。主柱穴は P1 

及びM4に上部を破壊された P7と思われる。北側のピットは位置的にD2に破壊され、残りは調査区

域外に存在すると考えられる。炉跡は P1の北東 80cmに位置する。査の底部を利用した土器埋設炉で

ある。通常、主となる炉は北壁側の主柱穴聞に存在することから、今回発見された炉は補助的なもので

あろう 。掘方は弥生時代後期の住居にしては厚 く、ローム主体の黄褐色土が埋め込まれていた。堀方直

下からは、本住居社と主軸を同じくする、住居祉の主柱穴と思われる楕円形の P3・4・5及び円形に並

んで堀り 窪められた 2個の炉跡が存在した。住居祉の拡張または建て替え等が行われた可能性が窺える。

遺物は弥生土器 (輩、査、鉢、高杯)が出土したO 大半が破片資料であり、全体の形状が残る個体は

見当たらない。

時期は、弥生時代末箱清水期としたい。
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H2号住居祉遺物実測図(1)
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、ヰとフ2;
、加 ん'
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31 

明骨号 日時 精 .a{ lH w千cm JiHfcm 町村"4cm 制 被 ・文 様 残存中指f占 備 ~ 

l 弥 生一!出 、;刊 I IRiJ:部内外 1m赤色主主彩 外 而 誼l部櫛tNi節状文ー櫛品'u波状文 河川;NJ(J-') 外 1M10114/8品、色他
内Tm -}テ・ I.HIM'kiIliJ 

2 弥 生一Uii 2ヤili 外而赤色前彩、矧部制姉相i斜l丈君主 1-"文内H，i ナデ、ややIi'lt下 到丹1If，主Jt 外 I(，iIOR4/6'"、己1也
同rlf，W-i叫'J

3 弥'1'土 務 :':~( 外「訂赤色喰彩 、 ~~l部櫛机横線丈垂下止 l判lui ナデ、ややIf';粍 ~~f[{í!Hi止)'，
タト1(，i2.5YR4/8;)HU色
l旬rr(liιkilliJ

4 日五LtU品 '~: ;[ 外面I 亦色塗彩、話(j郎櫛抗斜えよ丈 内 l(Ji 出 耗 :;'.lIι}!)"止J;
外lf，i5YR6/4にゐ品、何色1也
断 I(，i'ん I!日

5 功、生」一日出 '~í.X 外国赤色i(s_彩 l什!日ナテ・ 蜘'l{iI口MO'，
外 1(，i2.5YR4/6;:j、制色
同fmi':ti則

6 弥牛士宮F 品:j:tィ、 内外而1 亦色塗彩 11す4自主J;
内外TflilORL¥/8功、色
問il自j'Xi川

7 弥 生，Uif 針4 [15，8] 内外而1 赤色it彩 25 
内外li，ilOR3/611斤品、色
1111恥、ゾム川

8 問、升上保 、:;( 14.4 <10.1> 外 !日 ミガキ|人11日刷j毛 u状ナプ 底部-/1阿一部
タト[(!i5YR6/4にぷし、P0.
"じ寸~ 'Jé iWI 'Þ 'Iニ f'~ 1II

9 弥生土保 こ車ι胤 [10.4] 外HIi 櫛品目波状丈、昨l郎櫛tWI躍状文 内l而 f1Iiミガキ LI紙~葺!日五(111)-¥
外 luI7.5Yl刊/:2版制色
l巾10'')ふ則

10 列、'1叫す岩井 現E 外 I町側仙波状文、如何i側:tt'ii現在状止 1夕、I而横ミプfキ 刷(;1¥-11縁日Ji)¥
外I fH7.5YR6/~にぷし、制色f也
|析1(，iXiWJ

11 到、'1三I'，{.:; 聖E 外 l(ri 櫛-tWi波状 丈、班l部制品目簾状文 l人jf而 繊ミプfキ 1-1 主主~~.立i ;~íj;(~_!，:) '1 外 的IlOYI，412以前制色
~Jil(， i')"i IliJ 

12 弥生ゴ器 ~~ 外 ifrl 櫛:tNi?}Ji.状文 |人l而1 梢ミガキ 11足並?vJU¥
外i而5YR5/4にJ山、功、r}，¥色
lDili，i'j，とiWJ

13 弥，U 器 現ん叫 外!面制抗波状文内i(ri h"  u揺さHi止)-;
外 lilllOYR6/41こぶし、4在色l也
出ill，P、刈

14 弥 生 1-，器 埜E 外I町 櫛描波状文内山ナ7~ (vJ:n 外 lui5YR6/(i何色
住rliii':J-fillり

15 弥生上総 長E 外 i町制机iJ.U状文 l何Illi ナデ 依J;
外 HII7SYR5/4にぷし、制色
|相flílî ~ki!llJ

16 'JfJ ;!=I~.J二日早 翌E 外 IfIT櫛1m波状文、ミノfキ 内市l ミガキ 破片
外 iIlI7.5YR5/4にλ品、制色
断[師d人t川

17 弥生土保 型j 外而櫛:tNi斜線文 l人JffIT ミガキ IvJU'1 
外 lili7.5YR6/4にぷい特色
l甘i-mi'kiJ!iJ

18 ~fJ、z上仁器 型E 外I面櫛.JWi~主状文内!師ナデ f位)十
タトlin7.5YR6/4にぷu、肝?色
出i-IIW)品川

19 列、*十{.:; 型E 外[(，1 悦:tNi斜線丈 1}，Jj師 ミガキ NU)'i 外 1(1I7SYR7/:lにぷし中?色
l¥Jil(，i')eiWJ 

20 弥生土器 ~~ 外 I('i 櫛 .mi*J状 文 1}'Ii('i ナデ 日記J;
タト1(，ii，5YR4/3位当色
同f[íri ~k 前'J

21 弥'I'-I-.{.. 書E 外 [('i 交廷する御:tNi斜走丈 内 'Ul ミガキ 日U十
外 [fI]5YR4/ど!火制色
1甘rll，i'kiWJ

22 弥生土探 刻~~ 外 I('i 術品丈ミ ブfキ内IUI ミガキ 破片
外 j(1I2.5YR/1/4にぷし、請、制色
断山尖il!リ

23 弥生土器 、;:':;:Or楚 6，8 <2.7> 外!町ミガキ内而ナデ j氏市¥-IJ同一部
外 II，i][)YR5/3にλ弘、o'i.制色
'ι全')、t則

24 弥 生寸i¥:; ，.引L処4 [5，4] タトl町 ミガ キ内山l ナデ 底部-/1同一部
合ト1(，i7SYR4/3l1，)色
["1'''"、'正訓

25 助、'1'士{.:; ノl、i~Q梨 1.7 <6.4> 内外商ナデ 底;';j\~III"I ";j\破J'，
外 lilî7 .5YI~5/3にぷし、何色
ういすモ主iJllJ. .;i[S!II]illl; 

26 ~:J， LI::.土器 まE 7.9 く19.1> 外面 目1，"-，二部櫛村l羽状丸、胴ド郎縦梢ミガキ 内市l ミガキ Ij\{;I\-11い1;市Mi_} ~
外 1(II5YR白121五1'1色
" じ~~ ':J~ml] 川51111中五

27 フうもオフらけ 士平 11.4 7.5 2，6 口ク口杭ナデ底部l叶転糸切り 95 
外 1(II5YR6/4にJ弘、m色
完:'Í"づ'~; I\IJ

28 効活l二I-，P'iヰ 宝立 外i(1l 亦色塗彩、rfl部櫛拍横線止Jli下文 l勺ifii 出 粍 m:i~I~1 .j-i1í:(~Ji J'i 外 l町IOR4/8'"色他
断Illi'}(il!l] No29と1"1 のIlfi世刊

29 ~fF~1三土持 ~i史 外 IUI 赤色政彩内](，i li~粍 胴"i'il)I¥止片
外 IIill0R4A赤色

断I(ii)(測 No28とH の"rutn

30 弥)1ーナT.i十 H 内外而赤色検彩 11車止自主)'，
l人1 9トmi~.5YR1 /'川、色
向 l(li'X;削

31 問、ノ 1 '. :_L.;{，~ 主E タキifli 悦仙波状丈、制.Jl'iiWi料l文 l斗[fU -)フマ f佐川
タ'1同5YR/l/4にJ ぃ，}J、iJ:.J色
IVí' I(!i~人礼町

f骨~:;- W.Y 積 掠形 1註大長(cm)民大幅(仁川 Ii~大~7(cm) i測 較文 様 i111，[< g) 備 号

32 石器 1遣さ 石 ? 9，9 7.2 4.3 
正問 側Tmに似打状張回あり

492.32 カi/lU
炉11¥:Jのため、使川おとまたは熱によるものかは判断できない

ん
H2号住居祉遺物実測図(2)

H2号住居祉遺物観察表

日3号住居社

遺構はC区 4 あグリッドに位置し、 M4に切られる。主軸はN220Wである。

平面形態は調査範囲が狭小のため確定できない。

調査規模は、南北 L8m、東西 2，Om、検出面から床面までの深さは 24cmを測る。
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覆土は地山のローム、軽石を含む暗褐色土 ・黒褐色土で壁際から徐々に堆積した状況を示すことから

自然堆積と考えられる。

構造上の特徴として、床面は硬質面を持つ。ピッ トは 1個確認でき、ピ ットの南東 70cmに細かい士.

器片を幾重にも敷き詰めた炉跡が存在した。

遺物は、弥生土器(輩、査、鉢)が出土したが、形状を残すものは少ない。炉に敷き詰められた土器

片が接合の結果、査の形状を示す程度まで復元できた程度である。

時期は、炉から出土した査の口縁が低く聞き、球胴化が認められる ことから、弥生時代末箱清水期と

したい。

⑧ 調査開 A' 

A ¥、ご二撹乱

調査区域外

Om 

司〉 炉

ul 

:長@ 
υ| υl 

炉

697.900m 
Orn (1: 40) 1m 

1 黒褐色土庖 (10YR2/2) ローム、軽石微量。

2 時褐色土居 (7.5YR3/3) ロ ム粒、軽石。

001 

巴 i

697.900m 
(1:80) 

3 黒褐色土居 (7.5YR2/2) ロ ム、軽石。炭化物やや多い。

4 灰褐色土居 (7.5YR4I2)ロ ム粒、軽石多い。硬貨。

5 黒褐色土居 (10YR2/2) ロ ム、 砂、炭化物。

6 黒褐色土j層 (7.5YR3/1)砂主体。

掲;J;;' 総純 R'J Jfa f1筏cm I!記t干cm :r.~?:5crn 

弥生 1器 'o_;~ [23] <15> 

2 功、'1>1"1，;; <8.2> 

3 弥'L:U品 可:i

4 弥'1土保 τ::( 

5 列、"'.u:; !:lf 

口安

;ミ P6 
〆

~""'_O 叩， ， 7 

2m 

2 

fγ 8 

H3号住居壮遺構・遺物実測図

品唱 整・文 様 残存率・部位 備 司区-

外川 赤色自主彩、頭部制flh柑iii車文・lR卜文、I'-J形日出付文
30 

外面2.5Y4/8iJf-I1J色
内面 u辺部赤色塗彩、11同部府耗 完全実測一部回転

外川 赤色!!tJ.彩内Ifrr ナデ、やや陪tt 胴部破)'，
外ruilOR41呂赤色
回転実測

外ifii 赤色徐彩内Tm .)デ、やや磨耗 刷iiii破片
外ifrrlOR5/8赤色
断Tfii，ι測

内外耐 赤色Iや彩 IIN破片
内外国ilOR4/8;;¥、色

|祈Tffi~iiurJ

内外1m 功、色格彩 il*量破片
内外r(rilOR4/8赤色

断fffi'J{il!lJ

H3号住居壮遺物観察表(1)
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調査区域外

M3 M4 M5 

⑧ 

日3号住居壮遺物観察表(2)

A 

H4号住居祉

遺構はB区-4ーえグリッドに位置し、 M3・4・5に切

られる。主軸はNgoWである。

平面形態は、調査範囲から方形または長方形と思われる。

調査規模は、南北 3.2m、東西2.0皿、検出面から床面

までの深さは 60cmを測る。

覆土は上層から黒褐色土、暗褐色土、褐色土が層状に堆

積している。自然堆積と考えられる。

構造上の特徴として、床面と考えられる底面は、やや硬

質である。ピット、炉等は確認できなかった。

遺物は弥生土器・須恵器の破片が数点出土したが本遺構

に伴うかは断定できない。

時期は中世と考えられるM3に切られることから、中世

期または、これより時代が遡る遺構である。
A 

黒褐色土層 (10YR2/3)ロームプロッ夕、軽石、炭化物、砂。

黒褐色土層(10"羽2/3) ローム、ロームプロッ夕、軽石、炭化物.摺冷や多い.

暗褐色土層(lOiぼ3/3)ロームと砂、暗褐色土の混合土.

褐色土層 (7.町百Al4)ローム主体.

守
ム
の
6
0
0
d
A唱

2皿
698. 200m 
(1:80) 

備考

外面N61D.灰色他
断面実調l

Om 

日4号住居壮遺構・遺物実測図
梼高田| 割 強・文 様

外面叩き、自然勅付着内面ナデ、輸積み痕

H4号住居祉遺物観察表

M物放

調
査
区
域
外

⑧ 

日5号住居壮

遺構はB区-3-くグリッドに位置し、北側を大きく

撹乱に破壊され、西側は溝状遺構に破壊される。主軸は

N 120Wである。

平面形態は調査範囲が狭小のため確定できない。

調査規模は、南北2.7m、東西1.1m、検出面から床
面までの深さは 45cmを測る。

ピット、炉跡等は認められなかった。

時期は不明である。

2m 
698. 300m 
(1:80) 

H5号住居壮実測図

Om 

F
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第 2節溝状遺構 (M)

M1号溝状遺構

遺構はA区-2 - え~A区- 9 -おグリッドに位置し、 M2に切られ、 D1を切る。東端はやや北側

に張り出し、消滅する。

調査規模は、長さ 9.4m、検出面上での幅0.8~ l.2 m、底幅40~ 60cmを測る。

近年、周辺の開発により以前より地下水の水位が上昇し、検出面下 20~ 30cmで、湧水が認められる。

遺物は、弥生土器の聾・壷 ・鉢が出土した。特徴的な遺物として、東端付近から弥生土器の査、 礁、

1/2を欠損した環状石斧が出土した。

時期は、出土遺物から弥生時代後期箱清水期としたい。

M2号溝状遺構

遺構はA区 2 - お~A区 一 10 おグリッドに位置し、 M1を切る。

調査規模は、長さ 7.6m、検出面上での幅 30~ 36cm、底幅 10~ 15cm、検出面から底面までの深さ

は 12cm内外を測る。

遺物は出土しなかった。時期は断定できないが、弥生時代後期のM1を切ることから弥生時代後期以

降の遺構である。

1 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)砂、ロ ム、軽石。

2 黒 色 土層 (10司YR1.7/1)砂、 ロム。

3 黒色土層 (10YR2/1)ロ ム、砂やや多し、。軽石。

4 黒褐色土居 (10YR2/2)ロ ム、 軽石少量。

国1

“ 

F 
M1・2号溝状遺構、M1号溝状遺構遺物実測図
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千昨ザ 滞積 日時 形 r:It¥<:cm /i'J;1千cm r品/.l，cm ;蝋 東・文 様 妓存率・部f立 備 考

i 1:1、'1'.土 博 ~:)i く 14.2>
外 1M 赤色絵彩、やや磨耗による色格ち、類部櫛捕前革新1文

頭 部j胡辺 外価2.5YR5/61!月亦制色他
l人11M 日 i~赤色塗彩、 ナデ 完全実測 部恒lilii

2 判、*:1払ヰ '!::i 
外市i 赤色塗彩、類部櫛1i:i横線丈ー垂「文

111部周辺破片
外而10R4/6赤色他

内印刷毛 I~ 状トデ 同f而実測

3 jJ:r.~tjニ甘住 小型遊 5.4 く4.6> 外而版部赤色塗彩内而ナデ 底部一附部一部
外 面10R4/8赤色
7c五三'1ミ剖1). 計.il!ll~i云

4 弥'1'.-r.O1i ヲt 10.8 く6.4> 外ITIT 波状丈 l付面梢ミガキ 40 
外 面5YR2/l!，1.:褐色他
完全=xiJ¥lJ' .i';.I~[fll転

5 弥生土保 型2
外出 櫛:ti:i波状文、主副都櫛描納税文

鋭部周辺破)'，
外l町2.5YR6/日続色

内面 ミガキ |折Tfii'Xil!lJ

6 弥生土器 型E 外l師櫛:fHi波状文内im ミガキ 日え片
外間5YR6/6陪色
断ffii'hil刊

7 弥生土保 ヨ世 外 l自l 制措法状文内fiu ミガキ 自主)，
外而7.5YR3/31l{'i"制 色
国rH!1こ人iWJ

8 弥生土持 型E 外 111[櫛tUi波状文、ミガキ 内1M ミガキ 萌L片
外 lui2.5YR4/6赤字砧色
断面l'人測

9 問、'I'j.mi J五相Uえ 外而御:tb'j:1;]状文、1tii¥11桁iiUi簾状丈内iuf ~HJ 向11 破片
外而7.5YR7/3にぷいね色
附I町ちlfiJIIJ

10 弥生土保 3コ~~ 外而櫛村i，J;J状 文 l均l町 ミガキ 胴部破片
タHlii7.5YR4/3干砧色
住)I，IW五社11)

11 ~:1， (1~. .-t-. 7.i品 斜、 内外国l 赤色i$;彩 IIO'量破片
外而101~5/6叶、色
見rrll日実相IJ

12 弥生上部 量与 内外1I!i 赤色塗彩 nf~J!/.主片
外 IfITlOYR4/6赤色
ItIilfli'J説明

羽昨日 出+種 総形 Ia大経(cm)故大)r，!(cm) 'IU，t( g) 湖 幣 ・文 様 備 考

13 石器 環状石斧 14.9 2.2 22ら09 '1'央に2.5cmの穿孔表I而にすり桜あり 同而1.1:1央付近に布段

M1号溝状遺構遺物観察表

M3号溝状遺構

遺構はB区 4 う ~B 区 一 3 -くグリッド及びC区-4ーあグリッドの南北に存在し、 M4.H 2・

3・4.5を切る。

調査規模は、 B区で長さ 19m、検出面上での幅l.6~ l. 8m、底幅 1 ~ l.2 m、C区で長さl.8m、
幅l.8m、検出面から底面までの深さは 45cm内外を測る。M4.5とほぼ併走する状態で存在し、 B区

北側で緩やかに交差し始め、 C区では、東西の位置関係が東から西へと入れ替わる。

構造上の特徴として、断面形状は検出面から緩やかであった傾斜が 35cm内外の深さで、急な角度に変

わり、底幅の広い箱堀状になる。底面は硬質である。構造の特徴から道路遺構である可能性も考えられる。

遺物は弥生土器片が出土したが数は少なく伴う遺物である可能性は少ない。

時期は、弥生後期の遺構をすべて切っていることから、弥生時代後期以降の溝と考えられる。本調査

区南で調査が行われた北一本柳遺跡Eの溝跡は、本遺構の真南に位置し、方向、形状が酷似しているこ

とから同一遺構である可能性が高い。時期については中世と報告されている。

M4号溝状遺構

遺構は B 区 - 4- う ~ B 区- 3 -くグリッド及びC区-4ーあグリッドの南北方向に存在し、 M3に

切られ、 M5を切る。

調査規模は、 B区で長さ 19m、検出面上での Ilf1ii 0.9~1.2m、底幅 0 .45 ~ 0.65 m、検出面から床

面までの深さは最大で 60cm、C区で長さl.8m、掘り下げ時の幅l.8m、底幅l.6m、検出面から床

面までの深さは 20cm内外を測る。M3.5とほぼ併走するように存在し、 B区北側で緩やかに交差し始め、

C区では、東西の位置関係が西から東へと入れ替わる。

構造上の特徴として、土層断面から、 B区では検出面から緩やかな傾斜で掘り込まれ、深さ 50cm付
近で急角度となり、幅 80cm内外、深さ 50cmの溝状となる 2段掘りである。c区では 2段掘りの状況は

確認できなかった。深い 2段目部分が、 M4より深いM3と重なったために消失した可能性も考えられる。

遺物は弥生土器片が僅かに出土した。

時期は、弥生時代後期のH2を切り、中世と考えられているM3に破壊されていることから、弥生時

代後期から中世の聞に存在した溝であり、周辺調査で発見されている弥生時代と考えられる環濠の延長

上に存在することから、弥生時代後期後半~末としたい。

M5号溝状遺構

遺構は B 区 - 4 - う ~B 区 -4 - くグリッドに存在し、 C 区にも位置的に延びる可能性が考えられた
が、士層断面からも存在は確認できなかった。M3・4に切られ、ほほ併走する形で存在することから、

C区ではこれらの遺構に完全に破壊された状態である可能性が考えられる。また、 H1と切り合い関係

にあるが、検出段階で覆土の重なりが確認できなかったため不明である。

調査規模は、長さ 17m、検出面上での幅 0.7 ~ l. 2m、底幅 0 . 2~0.4m、検出面から底面までの
深さは 50cm内外を?~Ij り、 B区の南から 17m地点で、 M3・4に切られるように合流し、消滅する。

構造上の特徴として、底幅が 30cm内外の狭い底面から急な角度で 40cm程度立ち上がる。

ヴ
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A 

⑧ 

M5 

C 

調査区域外

A 

B B' 

M3 
1 黒褐色土層 (10YR212)ローム、軽石。

2 にぶい黄褐色土層 (10YR4I3)砂と黒褐色土の混合土

3 黒褐色土層 (10YR213)ローム、軽石。

4 黒褐r色土層 (10YR213)軽石、砂、ロームブロックロ

5 極暗褐色土層 (7町R213)ローム、砂、軽石。

日 黒褐色土層 (7.5YR212)ローム、砂、軽石。

7 暗褐r色土層 (7.ぼ R313)ローム、砂、軽石。

B 黒褐色土層 (7.5YR212)ローム粒、ロームプロッ夕、砂、軽石。

日 褐色土層 (7.5YR4I6)ローム主体、砂ロ

M4  

10 暗褐色土層 (10YR313)ローム、砂、ロームブロック。

11 黒色土層 (10百1.711)ローム、軽石、砂少量b

12 黒褐色土層 (10YR21日)ローム、軽石、砂少量。

13 極暗褐色土層 (7.5四 213)ローム、軽石少量。砂やや多い。

14 黒色土層 (10YR211)ローム、軽石、砂少量。

15 褐色土層 (7.臼R414)ローム、砂主体。

16 褐色土層 (10YR41日)ロームと黒褐r色土の混合土。ローム、ロームプロック多いロ

M5 
17 暴褐色土層 (10古賀213)ローム、砂。

18 褐色土層 (7.ぼ R4I4)ロームと褐色土の混合土。

19 極晴褐色土層 (7.臼 R213) ローム、砂、軽石少量。

20 日昔褐色土層 (7.臼R314)ローム、砂やや多い。

698.600m 
Om (1:80) 2皿

M3・4・5号溝状遺構(B区)実測図

0
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調査区域外

A

調査区域外

6　　　1

M3
1　暗褐色土層

2　黒褐色土層

3　黒褐色土層

4　黒褐色土層

5　暗褐色土層

6　褐色土層

(10YR313)ローム粒、軽石やや多い。炭化物。

(10YR312)ローム粒、ロームブロック、軽石やや多い。

(10YR2/3)ローム、軽石、炭化物やや多い。

(7.5YR3/2)ローム、ロームブロック、軽石やや多い。

ややしまりあり。

(7.5YR313)ローム、軽石多い。ややしまりあり。

(7.5YR413)ローム、軽石多い。しまりあり。

M4

7　黒褐色土層(10YR213)ローム、軽石少量。炭化物。

8　黒褐色土層(10YR3/2)ローム粒・軽石多い。ややしまりあり。

Om

698. 500m

(1 :80)　　　2nl

M3・4号溝状遺構(C区)実測図

遺物は弥生土器が僅かに出土した。

時期は、弥生時代後期後半一末としたM4に切られ、断面形状がややⅤ字の可能性があることから、
弥生時代中期後半から後期としたい。

、○○購う貯

一十; ′し

朗4-6

M3・4・5号溝状遺構遺物実測図

祷母 ������液ﾘ��｢�∴埼∴確言; 萄ﾏｸﾖx蒭���鵜観劇 ��旭ﾘﾘ(竜｢�蘭音∴譲㌢丈∴∴様 丿ﾉk越i�)N亰｢�備　　考 

民43-l 冢ﾙ�i7舒ﾒ�∵l÷ 蔦青 辻�ー ��ｲ�外面　赤色塗彩　内面　ナデ 佰ｸ傚Fｩ]��外面2.5YR5/8明赤褐色 断面実測 

M3-2 冢ﾙ�i7舒ﾒ�欝 ��ｲ�鵜 ��ｲ�外面　櫛描波状文　内面　刷毛臼状ナデ 僥ｩ]��外面7.5YR7/6橙色他 断面実測 

M3-3 冢ﾙ�i7舒ﾒ�馨 ��ｲ�ー 辻�外面　櫛描羽状文、頚部横線文　内面　ナデ 僥ｩ]��外面7.5YR7/4にぷい橙色 断面実測 

M3-4 冢ﾙ�i7舒ﾒ�襲 ��ｲ�ー ��ｲ�外面　櫛描波状文　内面　ナデ 僥ｩ]��外面10YR6/2灰黄褐色 断面実測 

M3-5 冢ﾙ�i7舒ﾒ�襲 ��ｲ�ー ��ｲ�外面　櫛揃羽状文　内面　ミガキ 僥ｩ]��外面10YR6/6明黄褐色 断面実測 

M3-6 冢ﾙ�i7舒ﾒ�護 ��ｲ�ー 辻�外面　櫛描羽状文　内面　ミガキ 僥ｩ]��外面10YR7/4にぷい黄掻色 断面実測 

M4-1 冢ﾙ�i7舒ﾒ�・二子・・ご 宣互 ��ｲ�- 辻�内外面　赤色塗彩 佰ｸ傚Fｩ]��内外面10R4/8赤色 断面実測 

M3・4・5号溝状遺構遺物観察表(1)

臆19-

33

晴
間
聞
軸

43

‥

日

月



番号 器積 器形 u筏cm 底径cm 総正~cm 調 整・文 様 残存率・部位 備 考

か14-2弥生土器 ~ 外I町赤色捻彩内而 jj;IJ毛日状ナデ r，g;_片 外l(ulOR4/8赤色
即日(ij'Jご調。

か14-3 弥生土器 雪主 外商 櫛tUiil主状文、頚部櫛tUi横線文 l勾面 ナデ 破片
外而7.5YR5/4にぷい性j色
l析而:J，;iJ!IJ

か14-4 弥生卜保 ~~ 外而1 櫛揃波状文内而 ミガキ 破片
外Tiri75YR6/4にぷし叶守色
IIJiHli実拙IJ

M4-5 弥生土器 主E 外而 制措波状文、ミガキ 内面 ミガキ 級片
外1(，i7.5YR6/4にぷい杭色
IDiTm'Xil!IJ 

M4-6 弥生土器 ~~ 外面 櫛描羽状丈内面ミガキ 破Jt
タトIflilOYR7/4にふ弘、1ft白色
断而~~ii!lJ

M5-1 弥生土器 ;;tii 外面 頭部制f11l横線文 櫛描垂下文、赤色詮 彩 内 面 剥離 銀剖i破片
外而7.5YR6/4にふ品、桜色他
断lui実iJ!IJ

M5-2 弥生土器 三h主'f!: 外商 櫛柑l横線文、赤色主主彩 内而 やや磨耗 頭部破片
外l日5YR6/4にぷい松色他
|析jfiiソi~iJliJ

M5-3 弥生士器 査 内外商赤色塗彩 口縁(，g;_片
内外而7.5R4/呂赤色
断llJi').;ii!lJ

M5-4 弥生土器 査? 15.7 <3.6> 外商サデ 内閣 熔 粍 1正副i
外iui7.5Y R7/3にぷいね色
完全実iJIIJ

孔15-5 弥生土器 ~~ 外聞 櫛拐I波状文 破片
タトl而7.5YR8/2J正ドlfu
断TW人測

M5-6 弥生土器 或必し夜 外面櫛描波状文内商 ミガキ 破片
外国7.5YR5/4にぶい制色
断山実iJ叫

M5-7 弥生土探 望E タト而 ミガ キ 内 而 ミガキ 破片
外I自15YR5/3にぷい晴、制色他
間fliiUと出t

孔15-8弥生土器 鉢 内外直l 赤色塗彩 口縁破片
内外1(117.5R4/8赤色
断而1~長t川

M5-9 弥生土器 鉢 内外[師赤色塗彩 口縁破片
外而IOR4/8赤色
断而'人制

M5-lu 陶T，号 ヨ!~ 内而 叩き痕 l阿部破片
外而7.51<4/4にぷい赤色
断而V-ii削

M3・4・5号溝状遺構遺物観察表(2)
第3節土坑 (D)

ピットと区別するため、直径 50cm以上の掘り込みを土坑として取り扱ったo D 1はM1に切られ、規模

は短軸1.6m、長軸は調査規模で1.6m、深さは 50cmを測る。D2はH2の床面付近で確認したが、調査

区東壁土層断面から、H2を切ることが確認された。規模は長軸 1.6m、短軸1.1m、深さは35cmを測る。

01 べ"" ¥ 02 
eol 

1 黒褐色土層 (lOYR2/3)ローム、軽石、 炭化物。

<1 

Ml 
-nu
 

国 l 国|

A A' 

697.400m 

(1:80) 2m 

Z務厚手 門

的後Ml ゑ物~ 。m
D1.2号土坑遺構、D2号土坑遺物実測図

咋 l 調 艶・文 様

外而櫛拙文内而ナデ

外市やや磨耗内面 刷宅1'1状ナデ

調 整・文 様

偏 考
外商10YR6/3にぷし明T樫色
断面突出IJ
外国7.5YR6/2疋褐色
断面l実測

備 考

第4節 ピット (p)
D2号土坑遺物観察表

⑧ Pl ⑧ ⑧ P3 

ム。 五 ~ c…t之、 一A' 
⑧ P4 

⑥ 
P5 

A A' 

<1 二<:1 <1 

M 
A' A' 匹震
磁

M4 @ ① ミ
Pl P2 

<1 
<1 <1 <1 <1 

Om 
697.400m 

1'3 P1 

(1:80) 2m 
697.800m 

1'5 

Om (1:80) 2m 
698. 100m 

ピッ ト実測図

Om (1:80) 2m 
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第5節遺構外造物

" 2 

遺構外遺物実測図

、、

番号 lI:l積 総形 n!fcm JiHfcm 総尚cm 調 整・文 様 残存率・部位 備 考

l 弥生土得 '1江 外国亦色塗彩、櫛祁!被線文内閣すデ 破片
外[(ulOR3/4[[背褐色
断而実測

2 弥生土器 耳d 目r 
外面昔、色詮彩 摩耗により色落ち、櫛:tth横線文

破片
外而2.5YR5/6附j赤褐色

内面磨耗・剥離 断面実測

3 弥生土器 I同勾;? 内外而赤色塗彩 口縁破片
内外而lOR5/6赤色
断面l実測

4 弥生土持 吉E 外面櫛描波状文内面ナデミガキ 頚部周辺破片
外jflilOYR6/4にぷいず{燈色他
断面実!日IJ

5 弥生土綜 発 外而櫛摘波状文、櫛描1前線文、口界部制目フ 内面 ミガキ 口縁破片
外而7.5YR7/6控色
断面実現[J

遺構外遺物観察表

調査区遠景(南西から)

B区全景(南から)

A区調査風景(東から)

図
版
1

A区全景(南東から)

C区全景(西から)

B区調査風景(南から)
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A区遺構検出状況(南東から)

Ml号溝状遺構遺物出土状況l

Ml号溝状遺構遺物出土状況3

H3号住居壮、 M3・4号溝状遺構全景(東から)

Ml号溝状遺構全景(南東から)

Ml号溝状遺構遺物出土状況2

Dl号土坑全景(東から)

H3号住居祉炉跡(東から)



B区遺構検出状況(南から)

Hl号住居祉遺物出土状況l

Hl号住居祉遺物出土状況3

Hl号住居社北側主柱穴・炉跡周辺(東から)

図
版
3

日1号住居I止全景(東から)

日l号住居祉遺物出土状況2

Hl号住居祉粘土塊出土状況(北から)

Hl号住居士止全景 遺物除去後(東から)



図
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Hl号住居祉南壁周辺ピット (北から)

.:.:il:也ふa よt..
H2号住居土止炉跡

H2号住居杜床下炉跡確認状況

H2号住居壮全景(南から)

H2号住居土I上炉跡掘方

H2号住居祉掘方全景(南西から)

H2号住居杜床下炉跡



H2号住居社南西コーナー掘方(東から)

H2号住居壮床下ピッ ト3 H2号住居祉ピ ット

竺ぜf

a・・・画園田園田・

H5号住居士止全景(西から)

....;....... '-.. __ 晶ぃ・h 占・

D2号土坑全景(南西から)

日2号住居祉床下ピッ ト1 H2号住居祉床下ピッ ト2

図
版
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H4号住居土止全景(西から)

B区M3・4・5号溝状遺構全景(北から)

.; ・ ‘ 『 由

基本層序(B区東壁面)
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Hl-6 Hl-8 

Hl-27 

Hl-33 

Hl-21 

Hl-23 



Hl-40 

Hl-46 

H2-3 Hl-56 

H2-12 

H2-18 H2-13 
ヴ
d

唱
E
Aつ臼H

 
p
h
u
 

市

E
iつ臼H

 

H2-19 H2-20 H2-25 H2・22 H2-24 
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IJ 

曲.工事
f :-.. ~ 

。

H3-14 

Ml-2 Ml-3 
Ml-5 

Ml-7 

r Ml-ll 
M3-3 Ml-4 

M4-2 
M3-4 M3-5 

M4-3 M4-5 M4-6 

M5-6 M5-10 Ml-13 M5-7 

H3-11 

H4-1 

Ml-6 

Ml-8 

M4-1 

M4-4 

M5-2 

M5-8 



遺構外周3 D2-1 
遺構外-1

遺構外-2
遺構外4 遺構外-5 D2-3 

図
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所収遺跡名 種目Ij 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

岩村田遺跡群 竪穴住居;I:_jl:5軒、溝状遺
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弥生時代後期の集落及び
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土製品
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ト51同 発見された。
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要 約 判明し、また、弥生時代及び中世に掘り込まれたと考えられる南北方向の溝;犬遺構が発見された。弥生時

代の溝状遺構については、周辺の発掘調査において、今回発見された遺構を含め、断片的ではあるが環状

となるであろう状況が見受けられる。また中世の溝状遺構については、箱掘り状でやや浅く、底面が幅広の

硬質であることから、道路遺構である可能性も考えられる。
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